
（７） 平成２４年（２０１２年）８月４日No.185 町田市議会だより
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委
員
会
の

行
政
視
察

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他 

条
例
・
そ
の
他 

　

近
隣
の
人
た
ち
が
気
づ
か
な
い

う
ち
に
亡
く
な
り
、
一
定
期
間
経

っ
て
発
見
さ
れ
る
「
餓
死
・
孤
立

死
」
が
続
発
し
て
い
る
。
生
活
困

窮
の
た
め
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
め

ら
れ
て
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業

者
と
自
治
体
の
連
携
が
不
充
分
で

孤
立
死
に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

憲
法
二
五
条
の
生
存
権
を
保
障

す
る
た
め
以
下
の
事
項
を
実
現
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
停
止
す
る

際
に
事
業
者
と
自
治
体
が
連
携
を

強
化
し
、
餓
死
、
孤
独
・
孤
立
死

を
防
止
す
る
こ
と
。

一
、
社
会
保
障
を
充
実
し
、
餓
死
、

孤
独
・
孤
立
死
を
出
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
、
国
づ
く
り
の
施
策
を
具

体
化
し
、
実
施
す
る
こ
と
。

「
町
田
市
議
会
議
員
の
政
治

活
動
に
お
け
る
虚
礼
廃
止
に

関
す
る
決
議
」
の
理
念
を
尊

重
し
、
違
反
者
た
る
白
川
哲

也
議
員
に
対
し
、
猛
省
を
促

す
決
議

餓
死
・
孤
立
死
の
防
止
施
策

の
充
実
を
国
や
都
に
求
め
る

意
見
書

　

「
町
田
市
議
会
議
員
の
政
治
活

動
に
お
け
る
虚
礼
廃
止
に
関
す
る

決
議
」
に
お
け
る
政
治
倫
理
の
理

念
を
尊
重
す
る
こ
と
を
改
め
て
宣

言
し
、
白
川
議
員
が
繰
り
返
し
て

い
る
違
反
行
為
（
五
項
目
）
に
対

し
猛
省
を
促
す
。
市
議
会
と
し
て

の
品
位
の
失
墜
を
防
ぐ
為
に
も
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
当
該
議
員
に

対
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
の

対
応
を
す
べ
き
と
考
え
、
以
下
、

決
議
す
る
。

一
、
同
決
議
の
理
念
を
町
田
市
議

会
は
尊
重
す
る
。

二
、
白
川
議
員
の
行
う
行
為
を
繰

り
返
さ
せ
な
い
た
め
猛
省
を
促
す
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　

議
員　

本
契
約
の
内
容
、
算
出

根
拠
は
何
か
。

　

営
繕
担
当
部
長　

二
月
か
ら
改

修
工
事
を
行
っ
て
い
る
町
田
市
立

陸
上
競
技
場
に
附
帯
す
る
施
設
を

整
備
す
る
も
の
で
、
陸
上
競
技
場

に
附
帯
す
る
ト
イ
レ
、
売
店
な
ど

の
附
属
棟
、
メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
に

附
帯
す
る
膜
屋
根
や
ス
タ
ン
ド
座

席
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
メ
ー
ン
ス

タ
ン
ド
南
側
に
デ
ッ
キ
上
屋
を
整

備
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

算
出
根
拠
に
つ
い
て
は
、
現
在
工

事
中
の
本
体
工
事
と
同
様
に
、
市

場
価
格
を
反
映
し
た
積
算
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

議
員　

随
意
契
約
と
し
た
理
由

は
何
か
。

　

財
務
部
長　

メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド

の
膜
屋
根
や
デ
ッ
キ
上
屋
、
附
属

棟
の
ト
イ
レ
な
ど
の
工
事
の
内
容

が
本
体
工
事
と
一
体
の
構
造
物
で

あ
り
、
切
り
離
し
て
工
事
発
注
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
随
意

契
約
と
し
ま
し
た
。

　

議
員　

図
面
を
見
る
と
女
子
ト

イ
レ
が
少
な
い
が
な
ぜ
か
。

　

営
繕
担
当
部
長　

ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
基
準
が
あ

り
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
多
く
設
置

し
て
い
ま
す
が
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
る
と
女
性
の
ほ
う
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
運
営
、

お
客
様
の
動
向
も
見
て
し
っ
か
り

　

議
員　

算
出
根
拠
及
び
設
置
目

的
は
何
か
。

　

防
災
安
全
担
当
部
長　

算
出
根

拠
は
、
町
田
市
防
災
行
政
無
線
か

ら
放
送
す
る
た
め
に
必
要
な
接
続

装
置
と
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

の
受
信
機
及
び
自
動
起
動
装
置
の

設
置
工
事
費
で
す
。
設
置
目
的
は

北
朝
鮮
に
よ
る
人
工
衛
星
と
称
す

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
案
の
発
生
や

首
都
圏
を
襲
う
地
震
の
切
迫
性
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
時
間
的
に
余

裕
の
な
い
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
即
座
に
市

民
に
伝
達
す
る
こ
と
で
す
。

　

議
員　

四
号
炉
の
事
故
原
因
は
。

　

環
境
資
源
部
長　

焼
却
炉
の
運

転
は
、
ご
み
ピ
ッ
ト
に
ス
ト
ッ
ク

し
た
ご
み
を
破
砕
し
た
後
、
定
量

供
給
機
に
よ
り
一
定
量
ず
つ
炉
内

に
投
入
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は

定
量
供
給
機
に
よ
る
ご
み
投
入
の

際
、
炉
内
調
整
用
の
水
の
制
御
に

異
常
が
発
生
し
、
温
度
制
御
が
き

か
ず
、
排
ガ
ス
処
理
設
備
に
高
温

ガ
ス
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
で
乾
式

集
じ
ん
器
の
ろ
布
及
び
脱
硝
反
応

塔
の
一
部
が
損
傷
し
ま
し
た
。

清
掃
工
場
設
備
改
修
事
業

　

町
田
市
議
会
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
、
六
月
一
日
か
ら

九
月
三
〇
日
ま
で
軽
装
で
議
会
運

営
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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各
委
員
会
は
、
情
報
を
収
集
し
、

専
門
的
知
識
を
深
め
、
優
れ
た
施

策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

先
進
地
等
を
視
察
し
て
、
特
定
事

件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
四
月
一

七
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
、
次
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

　
【
那
覇
市
】

▽
産
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い

て▽
労
働
政
策
に
つ
い
て

　
【
沖
縄
市
】

▽
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

▽
産
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
　
【
沖
縄
県
】

▽
産
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
五

月
一
四
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
静
岡
市
】

▽
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

▽
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て
　
【
大
垣
市
】

▽
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

▽
病
院
事
業
に
つ
い
て

　
【
豊
橋
市
】

▽
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

▽
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て

文
教
社
会
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
は
、
四
月
一

一
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
、
次
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

　
【
津
市
】

▽
環
境
政
策
に
つ
い
て

　
【
吹
田
市
】

▽
清
掃
政
策
に
つ
い
て

　
【
松
山
市
】

▽
交
通
輸
送
対
策
に
つ
い
て

　
【
今
治
市
】

▽
環
境
政
策
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
六
月
二

七
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
、
次
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

　
【
亀
岡
市
】

　
【
加
西
市
】

　
【
宝
塚
市
】

《
三
市
共
通
》

▽
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て

▽
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て

▽
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て

▽
議
会
報
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
　

文
教
社
会
常
任
委
員
会
は
、
四

月
一
八
日
か
ら
二
○
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を

行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
奈
良
市
】

▽
義
務
教
育
の
整
備
、
充
実
と
そ

の
質
的
向
上
に
つ
い
て

　
【
京
都
市
】

▽
義
務
教
育
の
整
備
、
充
実
と
そ

の
質
的
向
上
に
つ
い
て

　
【
湖
南
市
】

▽
障
が
い
児
教
育
に
つ
い
て

　
【
高
槻
市
】

▽
社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
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 議 員 提 出 議 案 

第２回定例会では意見書１件、決議１件を可決し、議長
名で関係行政庁へ提出しました。要旨は次のとおりです。
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と
し
た
男
女
の
ト
イ
レ
の
割
合
が

出
た
ら
、
そ
こ
で
固
定
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

町
田
市
立
陸
上
競
技
場
整
備

付
帯
施
設
設
置
工
事
請
負
契

約

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
設

置
工
事
費
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予
　
　
算

予
　
　
算 

予
　
　
算 

総
務
常
任
委
員
会

健
康
福
祉
常
任
委
員
会


